
湯井 恵美子 （ぬくい  えみこ） 　防災士・関西そなえ隊事務局

監修：廣井 悠（ひろい ゆう）　東京大学大学院工学院工学系研究科 准教授

事務局宛に以下を添えてお申し込みください。締切：8月22日(月)　定員：50名・先着順
①お名前  ②所属・役職  ③電話番号  ④メールアドレス  ⑤参加形態：隊員・一般（領収書の要・否）⑥懇親会参加の有・無

※隊員であるなしを問わず、団体、個人のどなたでもご参加いただける勉強会です。お気軽にお申し込みください。
　また、隊員登録で参加費が割安になります。詳しくは事務局にお問い合わせください。

防災ワークショップ：
帰宅困難者支援施設運営ゲーム（ＫＵＧ）

参加方法

日　程

ファシリ
テーター

テーマ

平成28(2016)年  8 月 24日(水)

参加費
●定例会  隊員：1,000円
　　　      一般：2,000円 ※ 注1）
●懇親会  一律：3,500円 ※注2）

※注1）希望者には定例会、懇親会ともに、領収証をご用意いたします。申込み時に参加形態（隊員・一般）と領収証の要否を添えてください。
※注2）懇親会の当日キャンセルにつきましてはキャンセル料が発生いたしますのでご了承頂きますようお願い申し上げます。 
　　　

防災企業連合　関西そなえ隊　事務局：　湯井 恵美子(ぬくい えみこ)
office@kansai-sonaetai.com   http://kansai-sonaetai.com/   
　　　　  防災企業連合　関西そなえ隊

地下鉄西梅田駅より  徒歩3分
JR東西線北新地駅より 徒歩3分
JR大阪駅，地下鉄梅田駅より 徒歩7分
ドウジマ地下センター（ドウチカ）Cー83出口より徒歩30秒

～自社の従業員と施設利用者の命を守るストーリー作り～

防災企業連合 関西そなえ隊　第15回 定例会2016  8/24

会　場

大阪市北区堂島2-1-31 京阪堂島ビル1階

リストランテ・
コローナ
06-4795-5567
http://www.r-corona.com/

17:30  受付開始
●定例会 18:00-20:00 
●懇親会 20:10～ 
※定例会に引き続き、
　同会場にて懇親会を行います。

(C)Yahoo Japan,(C)ZENRIN 100 m



防災企業連合 関西そなえ隊　第15回 定例会2016 8/24

まずは予定を
押さえよう！●定例会　今後の開催予定　～こちらもご予定ください！

　第16回　2016年 10月 26日 (水) （予定）
　テーマ (仮）：非常時のトイレ問題について考えよう！  会場（予定）：阪神・淡路大震災記念  人と防災未来センター

2011年3月11日 22時59分 東大本郷キャンパスの
ビル上から撮影　提供：廣井 悠

プログラム

●防災企業連合　関西そなえ隊 「定例会」について
「関西そなえ隊」では、「定例会」として2ヵ月に１度、防災・減災の学びを共有する勉強会
を開催しています。事前のお申し込みで団体・個人を問わずどなたでもご参加いただけます。
●隊員募集！
「関西そなえ隊」では隊員登録を推奨しています。隊員にはさまざまなメリットをご用意して
いきます。隊員になってぜひいっしょに活動しませんか？ご関心のある方はお気軽に事務局ま
でご連絡ください。

連絡先：　防災企業連合　関西そなえ隊　事務局　
　　　　　office@kansai-sonaetai.com   http://kansai-sonaetai.com/   

防災ワークショップ：
帰宅困難者支援施設運営ゲーム（ＫＵＧ）

　2011年3月11日、その日首都圏では300万人ともいわ
れる「帰宅困難者」が街にあふれました。震度5強で地
震の揺れによる直接被害は少なかったものの、公共交通
機関が麻痺。歩道には長距離を歩いて帰宅しようとする
人があふれ、車道はすさまじい渋滞となりました。（道
路の渋滞は、消防車や救急車など緊急車両の通行を妨
げ、助かる命も助けられない要因となります。）
　東京都は2013年4月「東京都帰宅困難者対策条例」を施行しました。全従業員の一斉帰宅抑制と3
日間の滞留を求める帰宅困難者対策の先進的な取組みです。
　関西でも「帰宅困難者」の課題への効果的な対策は検討されるべきでしょう。しかしその際には津
波被害についても考慮することが求められます。想定される南海トラフ連動地震では、大阪市には北
区梅田地区のように地震の発生後、2時間で津波の被害の出る地区があるからです。
　今回のプログラムでは「帰宅困難者支援施設運営ゲーム（ＫＵＧ）」を体験するワークショップを
行います。梅田の自社ビルの責任者という設定で、自社の従業員と、そのビルの利用者の命を守るた
めのストーリーを作り上げていきます。発災後1時間経過した時点から刻一刻と変化する状況、発生
するイベントに対し仲間と一緒に対処しながら、帰宅困難者対策のための日ごろの備えや地域とのか
かわり方について考えてみましょう。

K UG
について

大規模災害時の帰宅困難者支援施設運営を机上で疑似体験し、帰宅困難者問題に対する理解を深め、
施設設置の是非や運営方法、運営において発生する課題を市民が検討するワークショップ。東京大学
大学院工学院工学系研究科 廣井 悠（ひろい ゆう）准教授を中心に開発されたプログラム。詳細は
ウェブサイトよりダウンロードできます。www.u-hiroi.net

帰宅困難者支援施設運営ゲーム（ＫＵＧ）とは？

～自社の従業員と施設利用者の
　命を守るストーリー作り～


